
（２）校内支援チーム（不登校対策委員会）の構成 

① 支援チームを組織する意義 

不登校の子どもへの支援は，校内で支援チーム（名称は不登校対策委員会・教育

相談委員会等）を組織して取り組んでいくことが大切です。 

校内にこのような支援チームがあれば，不登校の問題を学級担任が一人で抱え込

んで苦労するということがなくなります。また，さまざまな立場の援助者が協力す

ることにより，必要な情報を共有し，適切な対応を考え出すこともできます。 

管理職や教育相談活動の核となる教職員を中心として，不登校の問題に対応でき

る体制を確立することが重要です。 

 

② 構成員 

・ 支援チームは，以下のような立場の援助者によって構成するのが一般的です。

校長・教頭（管理職），教育相談担当，生徒指導主事，養護教諭，各学年の教育相

談担当，スクールカウンセラー（以下「ＳＣ」と記す）。 

・ 各学年の教育相談担当は，校務分掌とは別であっても，配置できると組織的な

対応をより機能させることができます。場合によっては，学年主任がこの役を担

うことも必要です。 

 ・ 校長や教頭（管理職）が加わることも重要です。管理職は，学校全体としての

協力体制を築くためのリーダーシップを発揮することが望ましく，そのために，

常に校内の不登校の子どもに関する情報を把握しておくべきです。また，校外の

専門機関との連携が必要な場合（虐待問題や発達障害が関係している不登校の場

合等），学校全体としての意思決定が必要です。 

＜各立場の援助者の役割は，次ページの例図を参考にしてください＞ 

 

③  不登校対策委員会が機能するための体制づくり 
〔情報収集の仕組み〕           

週に一度，学級担任から，気になる子ども（不登校あるいは，その傾向のある

子ども等）の状態やこれまでの働きかけについて簡潔な報告を文書で提出しても

らい，各学年の教育相談担当教職員がまとめる。 
 

〔委員会での協議〕 

週に一度の委員会の場で，各学年から報告されている子どもに関して情報交換

を行い，見立てや対応策について協議する。  
 

〔学年教職員への伝達〕 

そこで話し合われた内容について，各学年の教育相談担当教職員を通じて各学

年の教職員にフィードバックする。 
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○ 校内支援チーム(不登校対策委員会)の組織と各援助者の役割（中学校の一例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導主事 

子どもの問題行動に関しての情報を得やすい立場から，各援助者と連携を図り，不

登校あるいは，その傾向のある子どもの指導にあたる。

管理職 

不登校の子どもの状態を把

握し，校内の支援体制がうま

く機能しているかを常に見直

し，不登校対策委員会が機能

するようにリーダーシップを

発揮する。外部専門機関との

連携の窓口となる。 

               
 

 

               

養護教諭 

子どもの心身に関

する情報が入りやす

い立場から，子ども

の変調にいち早く気

づく。校内の各援助

者に情報を発信し，

連携を図り，対応す

る。保健室に来室す

る子どもの内面をよ

く把握し，安心でき

る場を提供する。 

ＳＣ・相談員等

子どもや保護者の

カウンセリングやア

セスメントを行い，

関係する教職員と情

報交換を行い，対応

についてともに考え

る。不登校対策委員

会や外部機関との連

携の場では，臨床心

理学の専門的立場か

らの見解を発信し，

援助に反映させる。

教育相談担当 

校内の支援体制を中心とな

ってまとめ，教職員や子ども

とＳＣをつないだり，外部専

門機関と学校をつなぐ等，コ

ーディネーターとしての役割

を果たす。日頃から不登校の

子どもの情報収集に努め，相

談に関する広報を行う。学級

担任が多忙な場合は，代わっ

て家庭訪問を行う。  

 

各学年の教職員（学級担任を含む） 

日頃から子どもの状態に気を配り，わずかな変調に気づく。一人で抱え込むことなく，早めに各援助者

と連携し，ともに対応する。不登校の子どもへの家庭訪問や電話連絡を定期的に行う。 

各学年の教育相談担当 

各学年の不登校あるいは，その傾向のある子どもの情報を，学級担任との連絡を通し常に把握しておく。

不登校対策委員会で検討した対応策について学年の教職員集団に伝える等，委員会と学年とのつなぎ役と

なる。 
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